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 選  べ  る コロナ対策用品、全世帯にお届けします！
・ ・ ・

　新型コロナウイルス感染症対策の強化と、「新しい生活様式」に対する市民

生活の支援を目的に、皆さんに活用いただける用品などを全世帯に支給しま

す。新型コロナウイルス感染症対策としてご活用ください。

受け取り方

　２月下旬より市内全世帯に、コロナ対策用品を掲載したカタログをお送り

します。同封の返信はがきに希望する用品などの必要事項を記入し、返送し

てください（切手不要）。　※専用のウェブサイトからも申請できます。

詳しいお知らせはがきをお送りします

　２月上旬に、コロナ対策用品の内容や支給方法などについて、詳しくお知

らせするはがきを各世帯に送付しますので、ご確認ください。

※申請期限など詳細は決まり次第、市ウェブサイト（危機管理室のページ）

などでもお知らせします。

問い合わせ　新型コロナウイルス感染症対策本部（内線２２４）

緊急事態宣言発出中

　新型コロナウイルス感染拡大防止のための、大阪府からの要請

新型コロナウイルス感染症関連情報

～２月７日(日)まで

※このページの情報は、令和３年１月１９日現在のものです。

■期間：１月14日～２月７日(日)■区域：大阪府全域

■緊急事態措置コールセンター〔緯06(4397)3268〕を設置しています

　大阪府では、法に基づく営業時間短縮要請や、「感染防止宣言ステッカー」についての府民や事業者からの問い合わせ

に対応するため、同コールセンターを設置しています。

とき　土・日曜日、祝日を除く、午前９時～午後６時

■実施内容

①府民の皆さんへ：不要不急の外出・移動の自粛、特に20時以降の不要不急の外出自粛を徹底

※医療機関への通院、食料・医薬品・生活必需品の買い出し、必要な職場への出勤、屋外での運動や散歩など、生活や健康

の維持のために必要な場合は対象外。

②事業者の皆さんへ：営業時間の短縮、イベントの開催制限など

◇施設について、営業時間の短縮などを要請（飲食店などの営業時間を午後８時までに短縮するなど）

◇イベントの開催について、規模要件など（人数上限・収容率など）に沿ったイベントの開催などを要請（人数上限５０００人、

かつ、収容率５０㌫以下の要件に厳格化、など）

※大阪府の要請内容について詳しくは、府ウェブサイト（http://www.pref.osaka.lg.jp/kikaku/corona-kinkyuzitai/index.html）を

ご覧ください。

もうお済みですか？     　　　　　
期限が迫っています

　以下の給付金・補助金などの申請期限が

迫っています。対象者でまだ申請していない

人は、お早めに申請してください。

■ひとり親世帯臨時特別給付金

申請期限　２月２６日(金) 

問い合わせ　こども未来室（内線２０５）

■町会・自治会コロナ対策補助金

申請期限　３月１日(月) 

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４６９）

※上記のほか、本市ではさまざ

まな支援を実施しています。詳

しくは、市ウェブサイト（新型

コロナウイルス関連情報まとめ

ページ）をご覧ください。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

不要不急の外出・移動は自粛してください

～本市独自の新型コロナウイルス感染症対策を実施～
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寒
期
の
到
来
と
と
も
に
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
急
増
し
て
い
る
。

寒
さ
と
乾
燥
の
好
き
な
ウ
イ
ル

ス
に
と
っ
て
は
最
も
よ
い
環
境

で
あ
る
。

　
コ
ロ
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人
か
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に
感
染

す
る
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つ
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感
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す
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っ
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ス

ク
の
着
用
は
必
須
で
あ
る
。
全
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マ
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す
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り
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厄
介
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感
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っ
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テ
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会
食
を
す
れ
ば
無
症
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の
元
気
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人
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ら
感
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広
が
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こ
と

に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
無
症
状
の
人
が

移
動
す
る
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
」
な
ど
は
全
国
に
感
染
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
は

容
易
に
予
測
で
き
る
。

　
イ
ン
フ
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エ
ン
ザ
に
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ミ
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あ
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よ
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に
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コ
ロ
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に
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こ
れ
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な
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エ

ボ
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出
血
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ウ
イ

ル
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ム
デ
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コ
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と
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う
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重
症
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に
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イ
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―
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ば
れ
る
分
子
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大
量
に
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の
炎
症
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血
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、
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サ
イ
ト
カ
イ
ン
ス
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ただ

 三 さん
みつ

ト
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
状
態
に
な

る
。
こ
の
時
は
炎
症
を
抑
え
る

ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
と
、　IL

―
6
を
抑
え
る
薬
「
ト
シ
リ
ズ

マ
ブ
」
が
使
わ
れ
る
。
し
か
し

確
実
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
保

証
は
な
い
。

　
切
り
札
は
や
は
り
ワ
ク
チ
ン

で
あ
ろ
う
。
緊
急
性
か
ら
今
ま

で
に
全
く
な
か
っ
た
、
ウ
イ
ル

ス
の
一
部
を
コ
ー
ド
す
る
メ
ッ

セ
ン
ジ
ャ
ー
R
N
A
（
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
）
を
ワ
ク
チ
ン
に
し
、
人
に

ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抗
体
を
作

ら
せ
る
と
い
う
初
め
て
の
試
み

で
あ
る
。
現
在
欧
米
で
使
わ
れ

始
め
た
が
、
こ
れ
が
う
ま
く
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

免疫学者、大阪大学特任教授

ＣＣｏｏｎｎｔｔｒｒｉｉｂｂｕｕｔｔｉｉｏｏｎｎ--寄寄稿稿--

富田林市名誉市民

コ
ロ
ナ
を
正
し
く
恐
れ
よ
う

　本市出身で免疫学の世界的な権威である

岸本　忠三大阪大学特任教授より、昨年４

月に引き続き、市民の皆さんに向けた寄稿

をいただきましたので、ご紹介します。

（令和２年１２月２１日寄稿）

☎

　
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て

い
る
疑
い
が
あ
る
場
合
、
ま
ず
は

「
か
か
り
つ
け
医
」
や
お
近
く
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
地
域
の
医
療
機

関
に
電
話
相
談
し
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　「
か
か
り
つ
け
医
」な
ど
で
診
療

や
検
査
が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ

れ
ら
が
可
能
な
他
の
診
療
機
関
や

検
査
機
関
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
な
お
、
受
診
の
際
に
は
、
必
ず

先
に
電
話
連
絡
の
上
、
指
示
に

従
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
か
か
り
つ
け
医
」
が
い
な
い
場

合
は
、
こ
の
機
会
に
「
か
か
り
つ

け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
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